
がん対策募金活用事業採択事業一覧
№ 申請者 使用目的及び内容 概要 決定額

1
島根大学医学部
附属病院

■目的：不足するがん薬物療法専門医の育成。
■内容：助教雇用経費
■見込まれる効果
　　・がん患者が高度で、安全な抗がん薬治療を受けることが
　　　可能。
　　・がん薬物療法専門医が養成でき、県内の各病院への配
　　　置も将来可能。
　　・看護師、薬剤師への抗がん薬治療に対する教育も可能。

・島根大学医学部附属病院腫瘍センターは、県民に高度で安全な抗がん薬
　治療を提供するだけではなく、がん薬物療法専門　医やメディカルスタッフ
　を育成する場。
・がん薬物療法専門医を取得するためには、様々ながん種の抗がん薬治療
　の経験が必要であることから、がん薬物療法専門医を育てるため、指導ス
　タッフとして、助教を雇用する。

3,000,000

2

■目的：放射線治療医の育成。
■内容：助教雇用経費
■見込まれる効果
　　・放射線治療専門医の育成と放射線治療水準の向上。

・島根大学医学部附属病院は、高度な専門性が必要とされる放射線治療
　医を育成する場。
・県内の放射線治療水準を向上のため、県内の医療機関への指導と放射
　線治療医の育成のため指導スタッフとして助教を雇用する。

3,000,000

3

■目的：医学生への動機付け。
■内容：学生の夏季実習派遣経費
　 期間：７月２５日（月）～８月２０日（土）の間の１週間
　 会場：国立がん研究センター中央病院（東京都中央区）
　 内容：旅費、報告書作成費
■見込まれる効果
　　・各領域の指導医及び研修医と接し、がん診療の魅力
　　　を実感することによる、臨床腫瘍医の拡充。

・国立がん研究センターが実施する夏季実習に医学生（４～６回生）を派遣
　し、動機付けを図る。

438,000

（病院計） 6,438,000

4 浜田医療センター

■目的：がん登録実務者の資質向上
■内容：院内がん登録実務中級者UICCTM第７版対応研修会
 　期間：９月　５日（月）～９月　６日（火）
　 会場：国立がん研究センター築地キャンパス（東京中央区）
 　内訳：旅費
■見込まれる効果
　　・院内がん登録精度の向上。

・国立がん研究センターが実施する同研修会に診療情報管理士を派遣し、
　院内がん登録の精度向上を図る。

57,620



№ 申請者 使用目的及び内容 概要 決定額

5 浜田医療センター

■目的：看護師の資質向上（緩和ケア）
■内容：がん看護専門分野（指導者）講義研修緩和ケアコース
　 期間：９月　６日（火）～９月　９日（金）
　 会場：国立がん研究センター築地キャンパス（東京中央区）
　 内訳：旅費
■見込まれる効果
　　・緩和ケア分野における地域及び施設でのリーダーを育成。

・国立がん研究センターが実施する同コースに看護師を派遣し、緩和ケア
　に関する高度で専門的な知識及び技術の向上を図る。

77,020

6

■目的：看護師の資質向上（緩和ケア）
■内容：がん看護専門分野（指導者）講義研修緩和ケアコース
　 期間：９月　６日（火）～９月　９日（金）
　 会場：国立がん研究センター築地キャンパス（東京中央区）
　 内訳：旅費
■見込まれる効果
　　・緩和ケア分野における地域及び施設でのリーダーを育成。

・国立がん研究センターが実施する同コースに看護師を派遣し、緩和ケア
　に関する高度で専門的な知識及び技術の向上を図る。

77,020

（病院計） 211,660

7 安来第一病院

■目的：看護師の資質向上（緩和ケア）
■内容：がん専門病院派遣研修経費
　 期間：９月　５日（月）～９月１１日（日）
　　 　　　９月１２日（月）～９月１８日（日）
　 会場：がん研有明病院（東京）
　 内訳：受講料、旅費
■見込まれる効果
　　・がん患者に対し、さらに質の高い、適切な緩和ケアの提供。

・国内有数のがん専門病院に看護師（４名）を１週間派遣し、緩和ケアの
　知識及び技術の向上を図る。

800,000

8

■目的：薬剤師の資質向上（緩和ケア）
■内容：がん専門病院派遣研修経費
 　期間：１１月　７日（月）～１１月１３日（日）
           １１月１４日（月）～１１月２０日（日）
 　会場：がん研有明病院（東京）
 　内訳：受講料、旅費
■見込まれる効果
　　・がん患者に対し、さらに質の高い、適切な緩和ケアの提供。

・国内有数のがん専門病院に薬剤師（２名）を１週間派遣し、緩和ケアの
　知識及び技術の向上を図る。

400,000

（病院計） 1,200,000

（合　計） 7,849,660


